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苦しみ抜いて⾝につけたものは⼀⽣の宝 それが⽇本で取得できるロンドン⼤学学位 
 
かつて⽇本にいながら海外の⼤学の学位が取れとの触れ込みで、多くの⼤学ができた。また
その頃には、簡単な論⽂審査で海外の⼤学の博⼠号が取れるとの多くの宣伝もなされ、ネッ
トを通してもその情報が⼊ってきていた。⾦で博⼠号を買う話である。実際にその⽅法を使
って博⼠号を取得された⽅も数名は知っている。20 年程前の話である。 
 
その後、英語と国際交流を主軸に据え、⽇本国内でもインターナショナルを表看板とする⼤
学や学部が設⽴され、それなりの成果を出してきていることは周知の事実である。 
 
そして本⽇の⽇本経済新聞では「ロンドン⼤学の学位が⽇本でも取れる」というものである。
20 年前の焼き直しかと記事を読んでみるとそうでもないようである。 
 
⽇本の⼤学は⼊りにくく出やすい、それに対して欧⽶の⼤学は⼊りやすく出にくい、と⾔っ
ていたのははるか 50 年前の話である。このころの⽇本の⼤学を象徴する⾔葉として「とこ
ろてん⼤学」があった。⼊ったもの、⼊った学⽣はかならず押し出す、卒業させるという意
味である。 
 
これに対して欧⽶の⼤学では学科の単位を得るのが⼤変である。よく映画などに、⼤学の図
書館で多くの本を⽬の前に積み上げ授業のための予習をしている学⽣の姿が出てくる。予
習をし、与えられた課題の答えを⾃ら⾒出す習慣をつけること、そしてこの繰り返しにより
問題解決能⼒を⾼め⾃らのものとしていくこと、これこそが欧⽶社会の考えている学習（教
育）のあるべき姿である。欧⽶式の教育においてはそのトレーニングにディベートも取り⼊
れられている。 
 
新聞記事に⽰されたロンドン⼤学の授業はまさにこの⽅針で⾏われているものと考えられ
る。「教科書だけでなく膨⼤な参考⽂献を読み授業に臨むことが求められる」「概念や理論の
正確な理解に基づいてアカデミックにコメント・議論できる必要がある」がこの部分である。 
 
「⼊りやすいが出にくい⼤学」で得られると同等の能⼒ これが約 20 年前より始まった⽇
本の成果主義社会を⽣き抜くために必⽤となってくることは間違いない。必須項⽬は「⾃ら
の頭で考える能⼒を⾝につけること」「そのために必要な材料（資料）を⾃ら探し出せる能
⼒を⾝につけること」である。 



 


